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［講演の概要］ 

優れたマネジャーを養成するための体系的アプローチの一つに「コンピテンシーモ

デル」がある。業種や業務によって、必要となるコンピテンシーは異なるという見解

もあるが、これまでの調査に基づけば、ビジネスパーソンに必要とされるコンピテン

シーは、以下にしめす要素からほぼ構成されているといってよい。 
 
１ 情報収集力と情報分析力 
２ 問題発見能力と問題解決能力 
３ 素直に学ぶ謙虚さ（ベンチマーキング能力） 
４ 権限委譲 
５ コミュニケーション能力（外国語能力を含む） 
６ 大局把握力 
７ 論理構成力 
８ プレゼンテーション能力 
９ 革新力と学習棄却(unlearning)能力 
10  高い倫理観 
11 リーダーシップ 
12 評価能力 
 

学校教育でこれらの能力をどれほど開発できるか、仕事を通じての学び（OJT: on 
the job training）で伸ばすことができる能力はなにか、働きながら学ぶ(LBJ:learning 
by the job)ことの意義などについて、コンピテンシーモデルに関連付けて話題を提供

する。あわせて、学校教育が、どのような人材育成を目指しているか、「ゆとり教育」

の功罪等についても、他のパネラーと討議を行いたい。 
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